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巻　頭　言

デジタル化の時代と言われていますが，そこにはそれを支えるインフラ製品が

あり，そして，それらを構成する機能材料は足元の日本企業の大きな強みになっ

ています。2018年に経済産業省は素材産業を日本のリーディング・インダストリー

と位置付けました。機能材料の世界市場は約 50兆円（2015年）であり，リチウ

ムイオン電池や液晶ディスプレーの素材に用いられる電子材料などで日本企業は

高いシェアを有しています。日本の素材・材料の高機能化・多機能化が世界の先

端デジタルに貢献しているものも多数あります。機能材料は開発

端緒が JFEスチールだとしても，それを地道に育て商品化させてきたのはグルー

プ会社であることが多く，鉄の分野では活かせない技術がグループ会社で取捨選

択され，鉄鋼製品に比べればニッチな分野でありながら高い評価とシェアを獲得

し，花開いてきたと言えます。Liイオン電池用の高ニッケル正極材やハードカー

ボンなどの負極材，ソフトフェライトコア，フェノール樹脂，ニッケル超微粉，

圧電単結晶，窒化ホウ素，スタンパブルシート，インデン，フルオレンなどは，

実用化された極めて有望な機能材料の実例です。

ところで，最近では，ユーザー産業のニーズへの迅速な対応，それらを先取り

した開発提案を可能とするイノベーションの質とスピードの高度化，増大する研
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